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	報 告 者 氏 名
	髙山　貴美子

	大 会 名
	２０１２　ＩＯＤＡ　ＷＯＲＬＤ　ＣＨＡＭＰＩＯＮＳＨＩＰ

	開 催 地
	ドミニカ共和国　ボカチカ

	大 会 期 間
	７月１５日～２６日


	開催地域の様子
	ドミニカ共和国の首都サントドミンゴから車で約１５分。のどかな海沿いのリゾート地。
蒸し暑く、大会前半はスコール、雷の悪天候が一日一回あった。

治安が悪く、ホテルから出ることは危なかった。

	宿泊場所
	選手と同じホテル
会場までは　バスで約５分。

３年前の北米大会と同じホテル。

	大会のサポーターへの対応は
	一日中、オフィシャルホテルから会場までのバスを利用でき、スーパーマーケットまでのバスもあり、便利だった。

広い冷房の利いたホールも解放してもらい、インターネットが利用できた。

	選手たちのコンディションいつもとどうでしたか？
	到着後の１日間だけ時差ボケでつらそうだったが、その後の調整がうまくいき、期間中　全員が元気に過ごせたのは　とてもよかった。暑い中、自己管理が良くできていたと思う。

	サポーターとして気をつけたことは？
	選手に手をかけすぎない。
全員の体調、メンタル面を陰ながら気遣った。

	海外の選手を見て感じたことは？
	言葉に不自由がないため、「いつも通り」という感じを受けた。
食べる量がとても多い。

	日本の選手を見て感じたことは？
	チーム内で　楽しんでいた。

	Spare dayの過ごし方は？
	サントドミンゴの一日市内観光。
おいしい中華料理を食べさせられて良かった。

	日本チームとして
の課題はありましたか
	特にないと思います。
２０１１ワールドからの　鈴木コーチの帯同で　いい方向に向かっていると思います。

（チーム作りの一貫性、視野の広いセーリング活動）

	ＪＯＤＡへの要望
	ＪＳＡＦとの連携を強めていただきたい。

	その他
	今回の遠征、今までの活動にＪＯＤＡのみなさまには　大変お世話になりました。ありがとうございました。
１０年余り、大変貴重な経験をさせていただきました。ありがとうございました。


ご協力ありがとうございました
JODA海外派遣委員会

